
広島土砂災害

地
元
２
団
体
避
難
所
へ

　
広
島
市
北
部
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
土
砂
災
害
後
、
広
島
県
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
（
竹
辺
博
敏
会
長
）
と
広
島
県
鍼
灸
師
会
（
山
崎
正
隆
会

長
）
が
、
被
災
者
が
身
を
寄
せ
る
避
難
所
で
施
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
る
。
生
活
再
建
に
向
け
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
被
災
者
を
支
え
る
。

梅林小で被災者に施術をするボランティア参加者

‐
‐
の
ほ
と
ん
ど
が
机
を
隅
に
寄
せ

た
教
室
で
過
ご
し
て
い
た
。
各

教
室
に
足
を
運
び
、
被
災
者
一

人
ひ
と
り
に
体
の
不
調
な
ど
を

聞
い
て
、
訴
え
や
要
望
に
応
じ

た
施
術
を
行
っ
た
。
「
被
災
者

の
多
く
は
避
難
生
活
に
よ
る
疲

　
８
月
３
１
日
、
広
島
県
鍼
灸
マ
　
れ
と
不
安
か
ら
全
身
症
状
が
出

ッ
サ
ー
ジ
師
会
に
よ
る
施
術
ボ
ー
て
い
た
」
。
現
場
で
指
揮
を
執

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
団
が
避
難
所
　
っ
た
山
田
健
三
先
生
（
広
島
県

に
向
か
っ
た
。
最
多
の
被
災
者
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ー
ー
ジ
師
会
常
任
理

を
受
け
入
れ
て
い
る
梅
林
小
学
。
事
）
が
話
す
。
ま
た
、
断
熱
シ

校
（
８
月
３
０
日
正
午
で
４
９
６

人
）
と
佐
東
公
民
館
の
２
カ

所
。
集
ま
っ
た
鍼
灸
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
師
は
３
９
人
。
山
口
県
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ー
ー
ジ
師
会
、
国
際
的
な

医
療
支
援
団
体
・
特
定
非
営
利

活
動
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
県
外

か
ら
の
参
加
者
も
い
た
。
両
避

難
所
と
も
、
1
0
時
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
。

　
梅
林
小
学
校
で
は
、
被
災
者

Ｉ
ト
な
ど
が
敷
か
れ
て
い
る
も

の
の
床
は
硬
く
、
首
や
肩
、
腰

が
痛
む
と
い
っ
た
声
が
多
か
っ

た
と
い
う
。
施
術
は
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
指
圧
を
中
心
に
、
衛
生
面

か
ら
鍵
鍼
や
円
皮
鍼
な
ど
で
対

処
。
活
動
終
了
の
1
6
時
ま
で

に
、
被
災
者
１
１
５
人
の
心
身

を
ほ
ぐ
し
た
。
竹
辺
会
長
は
。

　
「
災
害
後
、
広
島
市
地
域
福
祉

課
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
を
担

う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
絡
を
一
し
な
が
ら
話
の
聞
き
役
に
も
徹

取
り
合
い
、
現
地
に
入
っ
た
。
一
し
、
「
気
持
ち
が
少
し
で
も
楽

地
方
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
活
一
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
の
忠

勤
と
な
り
、
意
義
あ
る
取
り
組
一
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

み
と
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。
　
一
　
画
師
会
と
も
、
継
続
し
て
避

　
広
島
県
鍼
灸
師
会
は
災
害
一
難
所
へ
の
施
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

直
後
の
週
末
よ
り
活
動
を
始
　
を
行
っ
て
い
く
。

め
、
８
月
２
３
目
、
２
４
日
、
３
０
　
　
（
６
面
に
写
真
特
集
）

日
、
３
１
口
、

９
月
７
日
に

八
木
小
学
校

な
ど
３
避

難
所
を
訪
れ

た
。
「
微
力

な
が
ら
役
に

立
ち
た
い
」

と
有
志
ら
が

集
ま
り
、
毎

回
５
、
６
人

の
鍼
灸
師
が

被
災
者
に
声

を
か
け
て
回

る
。
施
術
を
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